
MMGの教育は、知識・技術両者の向上を目標に行います。
教育は、「検診マンモグラフィ撮影認定A」を取得している技師を中心に女性技師全員で
スケジュールに沿って取り組んでいきます。

講義・課題

１～３ヶ月

４ヶ月

５ヶ月

【講義内容】
・撮影外業務
（検査着や日常点検）

・撮影装置/読影装置の使い方
・検査の流れ/ﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞ 他

【課題】
・乳房の解剖
・カテゴリー分類
・CC/MLO撮影の特徴
・トモシンセシス 他

見学・実技練習

講義・課題で知識習得後、
実撮影の見学を行います。
実技は乳房ファントムを使用し、
ポジショニングや接遇の練習を
行います。

独り立ち

技術

接遇 知識

ファントム撮影の実技テストを行い、
合格後、実際の受診者（患者）の撮影を
行います。撮影は以下の順で行います。

1.健診受診者 1方向
2.健診受診者 2方向
3.外来患者

※教育担当技師が過去画像を確認し、
撮影対象者を決定します。

実技

最終目標

日本乳がん検診精度管理中央機構

『検診マンモグラフィ撮影認定』

A認定 の取得を目指します！

マンモグラフィ教育

● 習得期間 5カ月


